
　また、若い世代では、情報収集の手段がネット
中心になっていることから、「不妊になる」「遺伝情
報が書き換えられる」など、不確かな情報に振り回
されている人も多いようです。様々な情報が錯綜

する中、正しいデータや知識を自ら集めること、それら
を冷静に分析し、「自分で考え判断する力」が今、一人
ひとりに必要です。
　ワクチンや感染症についての正しい知識を身に付け、
冷静な判断ができるようになれば、お互いを理解し、思
いやりのある行動をとるための「心の余裕」ができます。
親切運動が（一社）感染症対策コミュニケーションラボ
と始めた「心のワクチン」運動では、セミナーの開催な
どを通じ正しい情報の発信に努めていますので、こうし
た機会をぜひ、ご活用ください。
　親切や思いやりの心を失わず、このコロナ禍を乗り越
えていきましょう。

　コロナワクチンは、「接種を受けるよう努めなければ
ならない（＝努力義務）」と規定されていますが、これは
強制ではありません。厚労省では接種を呼びかけている
ものの、最終的には本人が納得した上で決めるよう、ま
た接種を受けない人を差別することがないよう注意喚起
をしています。
　とはいえ、医療関係、介護施設、また、多くの人と関
わる職種の人は、周りの人にも積極的にワクチンを接種
してほしいのが本音でしょう。しかし、「持病などによ
り打ちたくても打てない」「副反応が怖い」「安全性・有
効性が不安」など、打たない人の理由は様々。副反応の
リスクが０（ゼロ）ではないだけに、「万が一何かあった
ら…」と不安に感じる人が多く、その気持ちは、誰もが
理解できると思います。
　一方、接種を強制したり、「接種をしないのは非常識
だ」と、同調圧力をかける人も根底には不安があるので
はないでしょうか。感染症を過剰に恐れるあまり、大多
数の意見に同調し、自分とは違う考えを受け入れる「心
の余裕」を失っているのです。まずはお互いが、ワクチ
ンを打つ・打たない理由に耳を傾け、不安に寄り添うこ
と。それが、差別やハラスメントを無くす第一歩なので
はないでしょうか。

　新型コロナのワクチン接種が始まり、数カ月が
たちました。安心して日常生活を過ごすため、ワ
クチン接種を希望する人が多いと思いますが、持
病などからワクチンを「打てない」、また様々な理
由から「打ちたくない」と考えている人もいます。
そのような人たちが、職場を解雇・異動させられ
たり、差別・誹謗中傷を受けるといった「ワクチン差別」
「ワクチン・ハラスメント」が問題に。
　あなたは、これをどう考えますか？

お互いの不安に寄り添う

自分で判断できる力を

３月に開催したオンラインセミナーの
収益金（ご寄附）を活用し、道徳や
特別活動でご使用いただく小学生向
けの教材、学習指導案が完成しまし
た。親切運動Webサイト内「心のワ
クチン」運動ページにて、公開してい
ますのでぜひご覧ください。今後、こ
のプログラムを活用したモデル授業も
実施予定です。

差別や偏見を考える
教育プログラムが完成
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5月12日（水）、山陰本部（事務局：山陰合同銀行）の藤井壽文
実行委員より、草野幸子代表へ賞状ならびに記念の楯を贈呈。
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